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緒 言

肺結核 ノ・屡 ミ糖尿病患者 二合併 シ、爾疾 患ノ・相

互 ∴其 ノ経過 ∴ 至大 ノ影響 テ及 ホ スモ ノー シ
レ

テ、糖尿病患者 二肺結核合併 センカ糖尿病 ノ縛

過 ハ之 ・ヨリテ悪影響 ラ蒙ル ト共 二、肺結核 ノ

純過 モ亦非糖尿病患者 二比 シ不良ナルテ常 ト

スo

我國=一於7"ル 糖 尿病患者 ノ豫後 ハ隊米 二比 シー

般 二甚 グ良好 ナ しドモ、肺結核 ラ合併 セノ・モ ノ

ノ豫後 ・・不良 ナ リ。故 二本邦 二於 テノ、肺結核合

併 ノ有無 ガ糖尿病患 κ ノ換後 ラノll右ス・叫 レ・隊

米 二於 ケルt・ 二比 シ温 カニ大 ナ リ。 從 ・ソテ糖

尿病患 者 ∴肺結核 合併 ヒ・し場 合、 ソノ早期 診断

ノ・雨疾 患 ・治療 上極 メノ緊要 ニ シテ、叉特殊 ノ

注意 荊要 ス。帥 チ雨疾患 ノ併貴 ノ、患者 ノ豫後及

治療法 ・決定 ヒ甚 ダ必要 ニ シテ、余等 ガ肺結核

ラ合併 セル糖尿病患者 ノ統 計的槻察 ヲ試 ミシ理

由モ亦蝕 二在 リ。

肺結核 テ合併 セル糖尿病患者 二關 スル統計的研

究 ハ外國 二於 テノ・頗 ル多 キモ我國 二於 テノ・比較

的少 二。最近 ニハ本年結核病學會 二於 テ東大坂

口内科 ヨ リ稻 田淳博 士等 ノ報 告 アリ。

余等 ノ・昭和4年3月 ヨリ昭和11毎12月 二到 ル

8年 間 ∴、東京警 擦病院 二入院 セル糖尿病患者

112名 中肺結核 チ合併 セノし眞性糖尿病 患者20名

テ兇、本年結核飛學會 二於 テ簡 軍 二登表 ヒノ・臨

躰的槻察 ノ詳細 ラ玄玄二報告 セン トーへ。

凡 テ統謝 的研究 ノ・其 ノ例撒 多 キ程、其 ノ正確度

テ増 ス・・勿論 ニ シテ、余 等 ノ少撒 ノ統計 ガ後 日

ノ研究 ノー助 トモツ… バ斗湛 ナ リ。
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第一章 雨疾患合併ノ頻度

第1表 糖 尿 病 及 ビ 肺結 核 合 併 患 者 統 計

其1欧 洲 二於 ケ ル 統 計

糖 患 肺 患

報 告 者 尿 結%

病 者 核 者

Boller,Dilijannisu.Petassis14411668。00

Lorenzen

Abraham

Rosenbergu.Wolf

Escudero

v.Noordenu.Isaac

Naunyn

K田z

Szyfman

Britanizskv

851

360

1000

476

235

692

104

125

其2米 國二於ケル統計

報 告 者

Joslin(、19～8)

Fitz(1930)

Murphyu.Moxon

Wilderu.Adams(1929)

Golden(1927)

WenatPeck(1931)

Wieneru.Kavee

其3

報 告 者

村山、山口

山田、松坂

福島1

皿

高田、吉田

堂森、加登

相川

505.50

3510.28

404.00

214.50

15.1%

5.56

10.4%

-10%

5%0

1716.30

2419.20・

患

者

肺
結
核

43

35

40

10

51

42

182

患

者

00

26

27

00

91

73

09

10

10

9

8

10

糖

尿

病

30

15

我國二於ケル統計

入院患者

%

1.43

2.30

4.83

1.00

5.0%

1.t%

23.9%

・糖患 肺 患

尿 結%

病 者 核 者

900808.8%『

250111.4%

2925017.1%

4107919.3.%

732618.3%

297217.1%

1503795.25%

2505321.2%

糖尿病患 者 二肺結核 ノ合併 スル事 ノ・古 ク十七世

紀 ノ頃 ヨリ知 ラ レ居 ル事實 ナ レ ドモ、其 ノ合併

頻 度 三就 キテ ノ報 告 ハ匠々 ナ リ。

先 ヅ糖 尿病 患者 二肺結核 合併 ノ頻 度 テ見 ルニ、

外 國 二於 ケル病理解剖 上 ノ統 計 ニ ョ レバ、「イン

シュリン」叢 見以 前二於 テノ・、 李均糖尿病患者 ノ

30%乃 至50%、 「インシ」 ン」褒 見以後 二 於 テ

ノ・24%乃 至26%前 後 トセラル(Boller)。 臨 休上

ノ統 計 ニ ヨレバ、患者数、観 察材料及 ビ報 告者

一 ヨリ實 二匿 々ナルモ、 第1表 ノ如 ク最高23.9

%(Wieneru.Kavee)、 最 低1%(Wilderu.

Adams)ニ シテ、糖 尿病 患者1000例 以 上二就 キ

テ ノ統 計 ニ ヨ レバ1%乃 至8%ナ リ。我國 二於

ケル統 計 ニ ヨレバ、最高21.2%(相 川 氏)、 最低

4.4%(山 田、松坂 雨氏)ナ リ.

余 等 ノ例 二於 テハ嬉 尿病 患者112例 中肺結核 テ

合併 セルモ ノ20例 ニ シテ17.9%二 當 ル。

次 二肺結核 患者 二封 入ル糖 尿病 ノ合併 頻度 テ見

ルニ、Bollerニ ヨ し・バ3616例 ノ肺結核患者 中

糖 尿病 テ合 併 セルモ ノ116例(3・2%)、Wiener

u.Kaveeノ 統 計 ニコ レバ3385例 中218例(6・4

%)ナ リ。

余等 ノ例 二於 テノ・、肺結核 患者1359例 中 糖尿病

テ合併 セルモ ノ20例 即 チ1・5%ナ リ。

即 チー般 二肺結核患者数 ハ糖 尿病 患者数 ヨリハ

遙 カニ多 ク、糖 尿病患者 二肺結核 テ合併 セル率

ハ肺 結核 患者 二糖尿病 テ合 併 ヒル卒 ヨリハ著 シ

ク大 ナ リ。

尚 ホ本病 院 二於 テハ恩師坂 口教授 ガ當病 院長兼

任當侍、 比較的重症 唐尿病 患者 入院 シ來 レル傾

向 アリ。 而 シテ重症 階尿病患 者 ニハー般 二肺結

核 テ合併 シ易 ク、 又雨疾 患合併 セル爲 入院 スル

者 アリ シテ以 テ、雨疾 患 ノ合併率 モー般 ノ統計

ヨ リハ若 干大 ナ ルヤモ計 リ難 シ。

第二章 性 トノ關係

糖 尿病 ガ男子 函多 ク、女子 二少 キハ内外 ノ文献

二徴 シテ明 カー シテ、坂 口教授 ニ ヨバ レ男 子ハ

女 子二比 シ1.2乃 至3.7倍 多 シ ト云 フa從 ツテ

肺結核 テ合併 セル糖尿病 患者 モ亦男子 二多 キハ
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容 易 二 想 像 シ得 ラ レル 所 ナ リ。Boller一 ヨ レ バ

男 女 ノ比 ノ・5.9封4.1%、Wieneru.Kavee二

ヨ レバ12.4封9.4ニ シテ、余等 ノ例 二於 テモ男

子 二多 ク男 女 ノ比ハ5.7封1%ナ リ。

第三章 年齢 トノ關係

Bernard,Thi6ry等 ノ・糖尿病患者 ノ・高年 ノ ミナ

ラズ何 レノ年齢 二於 テモ肺結核 テ合併 シ得 ル ト

ナ シ、Achardノ ・殊 二肚年時代 二肺結核 テ併登

スノL事多 シ トスルモ、Lorenzenノ ・普通糖尿病

患者 ノ如 ク、50年 代、60年 代 ノモ ノニ多 シ トナ

シ、Scholzニ ヨ レバ50年 代 ノモ ノ最 モ多 ク35

%、40年 代 、26%、30年 代 及 ビ20年 代 各 く16

%、60年 代3%、Bollerノ ・50年 代25%、60年

代 以上24%、40年 代29%、Wieneru.Kavee

ノ・50年 代33%、40年 代28%ナ リ トシ、【何 レモ

40年 代以上 ノモ ノニ多 キ テ報 ズ。

余等 ノ例 二於 テモ 第2表 ノ 如 ク50年 代 ノモ ノ

最 モ多 ク8例(40%)、40年 代 之 二次 ギ6例(30

%)ニ シテ、相川氏 ノ報告 二見 ル如 ク外國及 ビ我

國 二於 ヶル肺結 核 テ合併 セザル糖尿 病患者 ノ年

齢的關係 ト略 々一致 ス。

第2表 本病院入院糖尿病兼肺結核合併患者ノ年齢
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第四章 遣傳的關係

Viton,Croner等 ハ結核 ノ遺傳的素 因 アル家族

ノ・糖尿病 二罹 患 シ易 シ トナ シ、Turbanノ ・糖=尿

病 ノ遺傳的素 因 アル モ ノノ・結核 二罹 患 シ易 シト

述 ブ。Scholzノ ・雨疾患 テ合併 セル43例 中結核

ノ遺傳的素因 アルモ ノ9例 、糖尿病 ノ素 因 アル

モ ノ5例 、雨者 ノ素 因 テ有 スルモ ノ1例 ア リシ

ラ述べ、Wieneru.Kaveeノ ・218例 中糖尿病

ノ遺傳的素因 アルモ ノ16.5%、 結 核 ノ素因 アル

モ ノ20.6%ラ 観 察 セ リ。

余 等 ノ例 二於 テノ・、患者 ノ家族 二就 テ遺傳 的素

因 テ検査 セルニ、糖尿病ソ 遺傳 的素 因 アル モ ノ

3例(15%)、 結 核 ノ素 因 アルモ ノ7例(35%)ニ

シテ、就 中雨疾患 ノ遺傳 的素 因 テ有 スルモ ノ1

{列で5%)ナ リ。

第五章 既往症

Bollerノ 糖尿病 二肺結核 ラ合併 セル患者 ノ〕齪察

ニヨレバ大部分ハ既往 二肺尖加答見及 ビ肺結核

罹患前長期 二亙ル 疾患二罹患 セル者ナ シト云

フ 。

余等 ノ例 二就 テ、 呼吸器疾患及 ビ熱 姓疾患 ノ既

往症 ノ有無 ラ検査 セル ニ、航膜 炎2例 、腸 「チ フ

ス」2例 、 肺尖加 答見、肺 炎及 ビ「マ ラ リヤ」ラ経

過 セル者各ll例 ア リ。

第六章 糖尿病 卜肺結核 卜何レガ初護疾患ナリシヤ

糖尿病患者 二屡 ≧肺結核 ガ議生 シ、又糖尿病 ト 肺結核 ト同時 二登 見 セラ レル事 ア リ、或 ノ・又肺
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結 核獲 見後糖尿病 ノ注意 セ ラレル事 ア リ。何 レ

ガ初獲 ス・レカ ト云 フニ、現 今 二於 テハ初叢疾患

ハ糖尿病 ナ リ ト ー般 二信 ぜ プ レ居 ルモ、 爾 ホ時

二最初 二肺結核 ノ注 意 セ ラレル事 ア リ。Achard

ノ・肺結核 ガ糖尿病 患者 二潜伏 シ居 ル コ ト稀 ナ ラ

ズ トシ、Leitnerノ ・1疾 患合併 患者12例 中8例

ノ・糖尿病初蕨 ニ シテ、糖 尿病爽 見後1乃 至5年

二肺結核 ノ起 リシモ ノナ リ ト云 フ。

Abraham,Murphyu.Moxon等 ノ・肺結核 ノ

初獲 セル リ14%二 過 ギズ シテ、大部 分ノ・糖尿

病 ノ初 畿疾 患 ナ リ シテ見、Scholz・ ・43例 中30

例(69%)ハ 糖 尿病初褒、10例(23%1ノ ・雨疾患 同

時=id、 意 セ ラレ、3例(6,9%)ノ ・肺結核初 磯 セ シ

モ肺結核罹 患以前 二既 二潜伏性糖尿病 ノ存 在 テ

凝 ヒ得 ト云 フ。Bollerハ116例 中肺結核初 震例

ハ9例(7.5%)ニ シテ、就 中肺結核褒病以前 二糖

尿病 ノ潜 伏 シ居 リシモ ノテ含 ム ト云 フ。Wiener

u.Kaveeハ218例 中糖 尿病 ノ初爽 セルモ ノ140

例(64.2%)、 肺 結核 ノ初 護 セルモ ノ38例(17・4

%)、40例(18.3%)ノ ・雨者 同時 二 登 見 セ リ ト云

フ 。

余等 ノ例 二於 テモ諸家 ノ報告 ノ如 ク、糖 尿病 テ

褒 見 シテ後 肺結核 テ注意 セ ラレシモ ノ多 ク、20

例 中10例(50%)ニ シテ、就 中糖尿病登 見4ヶ 年

後 肺結核 テ議 見セ ラレ シモ ノ5例 、30年 後 、6

ケ年 後、2ケ 年後、8ケ 月後、6ケ 月後、各 々1

例 ナ リ。糖尿 病 ト肺結核 ト同時 二糞 見セ ラレ シ

モ ノ8例(40%)ア リ。肺結核登 見後糖尿病 テ注

意 セ ラレシモ ノ2例(10%)、 就 中1例 ・・約30年

前肺 尖加答見 ノ既往症 ア リテ、10年 來咳嚇 、喀

疾 ア リテ生命 保瞼加 入等 ノ爲尿検 査 テ受 ケタル

モ、糖 陰性 ナ リ シモ ノ、他 ノ1例 ハ肺結核登見

5ケ 月後糖尿病 テ注意 セ ラ レシモ ノナ リ。然 レ

ドモコ ノ2例 殊 二最後 ノ1例 ハ肺結核 登見以前

二糖尿病 ノ潜 伏 シ居 リ シモ ノナ ルヤモ知 レズ。

第七章 症 候

糖尿病 患者 二於 ケル肺結核 ハ徐 々二始 マ リ、漕

行的 ニ シテ、 多 クノ・著明 ノ症候 ラ現 ノ・サズ、從

ツテ殊 二其 ノ初 期 二於 テ ハ肺結核 ノ合併 テ看過

シ易キモ ノ トセラル。以下各症候 二就 キ述 ブベ

シo

(1)蕨 熱

Bernard,Achard等 ノ・何 レモ無熱 二経過 スル

トシ、Wieneru.Kavee等 ノ・、登熱 ノ、総 テ ノ

例 ニノ、認 メ ラレズ トナ シ、Thi6ryノ 、12%二 登

熱 ラ見 ザ リ シテ報 ジ、Scholzノ 、43例 ニ ツキ検

査 シ多 クハ微熱 ナル カ或 ハ 平温 一 シテ39度 乃

至40度 二達 スル ・・稀 ナ リ ト云 フ。反之Boller

ニ ヨ レバ他 ノ症候少 ナク巖熱 ガ唯 一 ノ症候 ナル

事 ア リ ト述 ブ。

余等 ノ例 ノ・後述 「レン トゲ ン」窮眞所 見 ノ如 ク、

比較的重症 ノモ ノー シテ、其 ノ大部分 ノ・3週 間

以上 入院 セ ル モ ノナル が、 入院前褒熱 ア リシ

モ入院後全 ク無熱 二経 過 セルモ ノ及 ビ無熱 二経

過 シ大院 中2同38度 トナ リシ事 アルモ ノ各 々1

例 、37度 以 下 ノコ ト多 キモ 時 々37度3.4分 ト

ナ リシモ ノ3例 、37度5分 迄 ノ微熱綴 綾 セルモ

ノ8例 、38度9分 ヨリ36度 代=至 ル 弛張熱 テ

示 セル モ ノ7例 ナ リ。 コレ ト同一・程度 ノ肺所見

ラ呈 スル軍純 ナル肺結核患者 二於 テノ・ソノ獲熱

コ レヨ リモ強 キモ ノ多 キ観 アリ.

一般 二糖尿病 患者 ノ膿温 ノ・低 シ ト云 ノ・レルモ
、

糖尿病 ト肺結核 合併患者 二於 ケル登熱 ハ、普通

肺結核患 者 ノ如 ク、患者 ノ病型及 ピ年齢 等 ニ ヨ

リテ影響 セ ラしル トコロ アルベ シ。

(2)咳 漱 、 喀疲

雨疾 患合併 患者 二於 テノ・、Bernard一 ヨ レバ、咳

轍、喀疾存 セザ ル コ トアリ トシ、Scholzノ 例 二

於 テハ大 部分咳漱、喀疾存 シ、 而 モ病勢 ノ盛 ナ

ル ニ及 ピテ始 メテ現 ハ レシ ト云 ヒ、Wieneru.

Kaveeノ 例 二於 テハ咳漱 、喀 疾大部分 二存 ス ト

報告 ス。



第 ↓號】 坂本=唐 澤・肺結核ヲ合併セル糖尿病患者 ノ統計的観察 403

余 等 ノ例 二於 テハ、咳漱 ハ1日10同 位 迄 ノモ ノ

10例(50%)、 時 二存 スルモ ノ3例(15%)、 殆 ド

無 キモ ノ4例(20%)、 著 明 ノモ ノノ・3例(15%)

二過 ギズ。 喀疲 ハ1日 量10耗 以 上 ノモ ノ5例

125%)、 ソ レ以 下 ノテ ノ6例(30%)、 時 々 アル

モ ノ4例(20%)、 殆 ド無 キモ ノ5例(25%)ナ リ。

郎 チ余等 ノ例 二於 テハ咳漱及 ピ喀疲 パー般 二僅

少 ナル テ認 メタ リ。

(3)盗 汗

Abraham,Boller等 ニ ヨ レバ糖尿病 二合併 セ

ル肺結核 患者 ハ普通肺結核患者 二比較 シテ獲汗

スル事少 シ ト云 フ。

余等 ノ例 二於 テハ、20例 中盗汗著 明 ナ リシモ ノ

1例 、僅 カニ存 スルモ ノ4例 、 時 々 アル モ ノ3

例 、全 ク無 キモ ノ12例 アリ。即 チ大多薮 二於 テ

ノ・盗汗 テ認 メズ。

(4)血 疾 及 ビ喀血

雨疾患合併患者 二於 テハ、血疾及 ビ喀 血ノ・V.

Norden・ ・稀 ナ リ ト云 ヘルモ、Schr6derノ ・喀

血 ノ傾 向 ア リ トシ、Achard,Blumenfeld及 ビ

KUIz等 モ喀血 ラ見 ル事屡 々 ナリ トシ、Thi6ry

ハ95例 中16%二 之 テ認 メ、Scholzノ ・43例 中

喀血6例 、血疾2例 ラ見、Wieneru.Kavee

等 ノ・218例 中61例(27.5%)二 見 、17例(7.7%)

ノ喀 血死 テ見 タ リ。而 シテ普通結核患者 二比 シ

テ喀血特別 二多 シ トノ、考 ヘ ラ レズ ト述 ブ。

余等 ノ例 二於 テノ・、血疾 ア リシモ ノ7例 、喀血

ア リシモ ノ2例 ニ シテ其 ノ量 ノ・10乃 至40耗 ニ

シテ大量喀血 ノ・認 メ ラレズ。即 チ余等 ノ例 二於

テハ血疾或 ハ喀血 ノ・20例 中9例(45%)ニ シテ、

普通肺結核患者二比較 シテ特別 二少キ トハ認 メ

ラレズ。

(5)喀 疾 中結核菌

Lichtwitzノ ・糖尿病患 者 二・・喀疾 中 二雑菌 ノ装

育 スル事 多 ク、喀疲 中結核菌 テ讃 明 スルコ ト少

シ トナ シ、Leitnerモ 同意 見 テ有 ス.Scholz,

Boller等 モ結核菌 ラ謹 明 スル事屡 々困難 ナ リ ト

述 ブ。Thi6ry・ ・95例 中4分 ノ3ハ 結核 菌陽性

ナ リシテ報 告 ス。

余等 ノ例 二於 テ喀疾 中結核菌 ラ諦 明 シ得ザ リシ

モ ノ7例(85%、 、讃 明 セル モ,13例(65%♪ ニ シ

テ、就 中1例 テ除 ケバ他 ハ常 二多数 二諦 明 シ得

タリ。

(6)胸 部 加答見症候

糖尿病 二肺結核 ラ合併 セル患者 ノ胸部加答見症

候 ハ極 メテ輕 微 ナル タメ、肺結核 ノ診断 ノ・殊 二

其 ノ初期 二於 テノ・「レントゲ ン」線 検査 ラ必要 ト

スル事 ノ、多 クノ學 者 ノ述 ブル所 ナ リ。

Fitzノ ・糖尿 病 二合併 セル肺結核 病竈 ノ・肺門附近

深部 二登 スル テ以 テ、初期 ニハ病徴 ナキモ間 モ

ナ ク普通肺結核 ト同檬 ナル加答 見症候 ラ現 ハ ス

ト述 ブ.

余 等 ノ例 二於 テノ・後述 ノ如 ク皆「レン トゲ ン」爲

眞 二於 テ極 メテ著 明 ナル 病竈 ラ有 セ シニ 拘 ラ

ズ、著 明ナル加答見症候 テ認 メタルハ6例 二過

ギズ。常 二加答見症候 テ認 メタルモ輕 度 ナルモ

ノ11例 、時 々加答見症候 ヲ認 メタルモ ノ2例 、

加答見症候無 キモ ノ1例 ニ シテ、 即 チ胸部 加答

見症候 ノ・一般 二輕度 ナ リ。

第八章 血液所見

普通糖尿病患者 ノ血液像二就キテハ最近清水氏

ノ報告アリ。

(1)赤 血球

清水氏ニヨレバ、糖尿病患者二於 テハ合併症殊

二腎疾患 テ件 フ場合ニハ、然 ラザル場合二比 シ、

赤血球撒減少 ノ傾向 アリト云 フ。

余等 ガ肺結核 テ合併 セル糖尿病 患者 二就 テ赤血

球撒 テ検査 セル モ ノ18例 ア リ、就 中400萬 以 下

ノモ ノ3例 アリテ、1例 ハ死 亡、1例 ノ・不攣、残

リノ1例 ノ・輕快 セ リ。600萬 以 上ノモ ノハナ ク、

他 ノ15例 ハ何 レモ正常域 ニア リ、就中2例 テ

除 キテハ正常域 ノ下界 ニ アリ。
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(2)血 色素

清水氏ニヨレバ糖尿病患者二於テノ・、合併症就

中肺結核 テ併爽 スル場合血色素減少 ノ傾向アリ

ト五 フ。

余等 ノ雨疾 患合 併患者 二就 キ血色素 テ検査 セル

モ ノ17例 ア リ、就 中ザー リ贋70以 下 ノモ ノ3

例 ニ シテ其 ノ中2例 ハ死亡、1例 ハ輕 快 セ リ。

70毫 ノモ ノ5例 ア リ、1例 死亡 セル他 ハ輕快 セ

リ^

(3)白 血 球

清水氏 ニ ヨレバ、糖尿病患者 二於 テハ合併症(就

中腎疾患)テ 有 スルモ ノハ 白血球 数増 加 ス ト云

フ^

余等 ノ肺結核 テ件 フ糖尿病 患者 二就 テ、 白血球

テ検査 セル モ ノ18例 ア リ。就 中9000以 上 ノモ

ノ10例 ニ シテ死 亡3例 、不攣1例 、他 ノ6例 ノ・

輕快 セ リ。死 亡 セル例 二 於 テノ・1例 ハ17000、

1例 ノ、19000、1例 ハ9500ナ リ。5000以 下 ノモ

ノ1{列 ア リテ輕」快セ リ。

(4)淋 巴球

普通糖尿病 患者 二於 テハ比較的淋 巴球増 多症 ア

リ トセラレルモ、1青水氏 ニ ヨ レバ肺結核 テ併登

セル場合、肺結 核合併 ニ ヨル淋 巴球檜 多症 テ來

ス事 ナ ク却 ツテ減退 ノ傾 向 ラ示 シ、ZF一均24.6%

ナ リキ ト云 フ。

余等 ノ例 二於 テハ、血液像 ラ検査 セル14例 中淋

巴球 ノ35%以 上 テ示 セルモ ノ3例 ア リ。 中1例

ハ其 ノ経過不攣、2例 ハ輕快 セ リ。淋 巴球20%

以 下 テ示 セル モ ノ9例 ニ セテ3例 ハ死 亡 シ、他

ハ輕快 セ リn死 亡 セル例 二於 テハ 淋 巴球13%

乃 至14%ナ リキ。

(5)中 性 嗜好性細 胞

清水氏 一 ヨ レバ合併症 テ件 ヘル糖 尿病患者 二於

テ特殊 ノ關係 テ認 メザ リキ ト云 フ。

余 等 ノ例 二於 テハ 多核 細胞70%以 上 テ示 セル

モ ノ2例 ニ シテ何 レモ輕 快 セ リ。桿歌核細胞8

%以 上即 チ核左 方移動 テ示 セルモ ノ8例 ニ シテ

死亡3例 、不攣1例 、他 ハ輕 快 セ リ。 尚ホ死 亡

セル3例 二於 テハ幼若型 ノ出現 テ見 タ リ。

(6)盤 基 及 ビ「エ オジ ン」嗜 好性細胞 ニノ・特別 ノ

攣化 ナ ク、大輩核細胞及 ビ移行型10%以 上 テ示

セル モ ノ2例 ニ シテイ可レモ輕)快 セ リ。

即 チ以 上 ノ血液所 見 二於 テ豫後不良 ニ シテ死 亡

セル者 ハ、 白血球増 多 ノ傾向 ア リ、淋 巴球 ハ減

少、 中性嗜好 性細胞 二於 テ核左方移動傾 向 アリ

シ ト錐 モ、 死 亡 セザル例 二於 テモカ ・ル所 見 ノ

モ ノア リ且 ツ僅 少例 ナ リ シテ以 テ断 定 テ下 ス事

テ得 ズ。

第九章 赤血球沈降速度

肺結核 患者 二於 テノ・一般 二赤IflL球沈 降速度 ノ促

進 テ來 λ事 ノ・周知 ノ事實 ナ リ。併登症 テ有 セザ

ル普通糖尿 病患者 二於 テハ、 清水 氏 ニヨ レバ22

例 中牛撒 二於 テ・・正常、他 ノ牛撒 二於 テノ・多少

ノ促 進 テ來 スモ其 ノ程度著 シカ ラズ ト云 フ。

糖尿病 二合併 セル肺結核患者 二於 テハ、赤血球

沈 降速 度ノ・Curschmannニ ヨ レバ促進 テ來 サ

ズ ト云 フモ、Banyaiハ=普 通肺結核 患者 ト同様

ナ リ ト述 く・'、Scholzノ ・活動性肺結核 ノモ ノハ

著 明 ノ促進 アリ トシ、Boller清 水 氏等 モ促進 テ

認 ム。

余 等 ノ例 二於 テノ・入院施 行 セル17例 二就 キ見

ルニ(ウ ェスター グ レン氏法 ニ ヨル)、1時 間30

粍 以 上50粍 以 下 ノモ ノ3例 、50粍 以 上100粍

以 下 ノモ ノ101列 、100粍 以 上 ノモ ノ4{列 ニ シテ

何 レモ促進 ヲ來 セ リ.豫 後不良 ニ シテ死 ノ轄蹄

ラ トリシモ ノノ・3例 共 二70粍 以 上 ナ リキ。

第十章 「ツベルク リン」反磨

Labbe等 ・」ヨ1ノバ、糖尿病 二合併 セル肺結核患 者 二於 テハ「ツベ ル クリン」反慮 ノ弱 陽性 ノモ ノ
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屡 ≧ナ リシト云 フ。

余等 ノ行 ヒタル10例 二就 キテァ ンL立 氏反 慮

テ見ルニ(48時 間後 丘診 直径 計測1、1.0乃 至1.5

糎 ノモ ノ5例 、1・6乃 至2・0糎2例 、2.1糎 以 上

ノモ ノ3例(就 中1例 水泡形成)ナ リ。

筒 ホ肺結核 デ合併 セザル 糖尿病患者15例 二就

キテマ ン トウ氏反磨 テ行 ヒタル 成績 ノ・s1.0乃

至1.5糎 ノモ ノ7例 、1.6乃 至2.0糎 ノモ ノ4

例 、2.1糎 以 上 ノモ ノ3例 、1糎 以下 ノモ ノ1

例 ナ リ。

即 チ両者殆 ド差 異 ヲ認 メガ タキモ少撒例 ナル テ

以 テ判定 テ下 シ難 シ。

第十一章 血 厘i

肺結核 ノ進行 セルモ ノ」於 テノ・血厘 バー般 二低

下 ラ示 ス事 ハ周知 ノ事實 ニ シテ、鈴木氏 ノ親察

ニヨレバ肺結核 患者 ノ最高r且歴 ノ・肺結核 ノ増 悪

ト共 二漸次低 下 シ叉低 下 ハ高齢 ナルモ ノホ ド大

ナ リ ト云 フ。他方 重症糖 尿病患者 モ血pai-一一般 二

{氏シ トセ ラル。

相川氏 ノ統計 ニ ヨ レバ肺結核 テ合 併 セル糖 尿病

患者40例 中100糎(水 銀柱)以 下14例 、101糎

乃 至120糎22例 、121糎 乃 至140糎4例 ニ シテ

ー般 二低 シ ト云 フ
。

余等 ノ例 二於 テハ19例 中100糎 以 下4例 、101

糎 乃 至110糎3例 、111糎 乃 至120糎8例 、121

糎 乃 至130糎2例 、131糎 乃 至140糎1例 、140

糎 以 上1例 ニ シテ上述 患者 年齢 二比較 シテ・・一・一…般

二低 キテ認 ム。

第十二章

Bernard-一 ヨ レバ榮養状態 ノ良好 ナル糖 尿病患

者ハ肺結核 二罹 患 スル事 稀 ニ シテ、罹 患 スル者

ハ多 クハ高度 ノ榮養障碍 ラ有 スル モ ノナ リ ト云

フ^

糖尿病 二合併 セル肺結核患者 二於 テハ、後 述 ノ

如 ク充分 ナル「カロ リー」テ供給 シ、榮養 ラ高 メ

ル必要 ア リ、 之ニ ヨッテ起 ル過 血糖及 ビ糖尿 ハ

「インシュリ ン」ニ ヨリ抑 制 スベ シ トセ ラル。從 ツ

テ雨疾患合併患者 二於 テハ維 エズ膿 重 ノ清長 二

注意 ラ怠 ルベ カラズ。

余等 ノ20例 中入院時艦 重 テ測 定 セルモ ノ16例

二就 キ見ルニ、1例 テ除 キテハ何 レモ標準膿 重

ヨリハ少 ク、入院 時 二於 ケル患者 ノ榮 養状態 ハ

盤 重

大部 分不良 ナ リ。 入院時 及 ピ退院時罷重 テ測 定

セル14例 二就 キテ見ル ニ、退院時禮重 ノ増加 ヲ

認 メタルモ ノノ・6例 ニ シテ、最高8.1冠 、 最低

0・4冠 ノ増 加 ヲ認 ム。 入院時及 ビ退院時殆 ド禮

重 二憂 化 ナキモ ノ2例 ニ シテ、以上8例 何 レモ

輕 快退院 モル モ ノナ リ。退院時 二入院時 二比 シ

膣 重減 少 テ認 メタル モ ノ6例 ア リ。就 中輕快退

院 セルハ4例 ニ シテ不憂1例 、檜悪1例 ナ リ。

増悪 ノ例 二於 テノ、始 メ輕 快 二向 ヒ罷重 モ1冠 増

加 ヲ來 セル モ ノ喀 血 ト共 二檜 悪 テ來 シ膿重 モ減

少 セルモ ノナ リ.龍 重減 少 ノ最高 ノ・7.6冠 、 最

低1.81iiEナ リ。

第十三章 合併症

Boller一 ヨ レバ雨疾患合併患者 ノ腸結核
、喉頭

結核 等 ノ合併 症 ハ比較的少 ク116例 中喉 頭結核

1例 、腸結核9例 ナ リ ト云 フ.Wieneru.Kavee

等ハ218例 中喉頭結核31例 ニシテ49例 ノ解剖

例中腸結核18例 アリキ ト云 フ。

余等 ノ20例 中、喉頭結核、腸結核等ラ合併 セル
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モ ノ1例 モ無 ク、歯槽 膿漏 、歯餓 炎、人工氣 胸

後 ノ肋膜 炎、乾性肋膜 炎 「カタ ラク ト」、肛 門周

園膿瘍、 「フル ンケル」、痔 核、化膿性 中耳炎、

腎臓 炎等 ノ合併症 ア リ。 マ タ肺壌疽 ヲ合併 タル

モ ノ2例 ア リ。何等合併症 テ有 セザルモ ノ7例

ナ リキ。...

第十 四章 胸部 「レン トゲン」爲眞所見

Thi6ryニ ヨ レバ糖尿 病 二 合併 セル肺結核 患者

中95例 中50%ハ 雨側 二病竈 ア リシラ報 告 ス。

余等 ノ例 二於 テハ19例 中(1例 「レ ントゲ ン」爲

眞不 明)1側 ノミニ病竈 テ有 スル モ ノ7例 ニ シ

テ、右 側 ノモ ノ5例 、左側2例 、他 ノ12例 ノ・何

レモ雨側 二病竈 テ有 ス。

Groteニ ヨ レバ年 長見 童 二於 テハ肺門淋 巴腺結

核 テ厘i合 併 ス ト云 ヒ、Pagelu.且enke等 ノ・

病 理解 剖的 二肺門 周園 二大 ナル浸潤 テ來 ス ト述

べ、 且ans-Joachim,Leitner等 ハ滲 出性傾 向

ア リ ト述 べ、Scholzモ 滲 出性及 ビ室洞形 成 ノ傾

向 アリ トシ、Rosenbergハ 乾 酪性攣'1生二陥 リ

易キノ・糖尿病 二合併 セル肺結核 ノ特 徴 ナ リ ト云

フ。Leitnerノ ・早期 浸潤 ハ屡 ≧ナ リ トナスモ、

Bollerハ 極 ク稀 ニ シテ其 ノ來 ル年齢 モ糖尿病 ラ

有 セザル モ ノニ比 シ高 シ ト云 フ。

余等 ノ例 二於 テハ増殖性硬化性結核 及 ビ増 殖牲

結核 ハ各1例 ニスギズ、他 ノ17例 ハ何 レモ著 明

ナル滲 出性病竈 テ有 スルモ ノニ シテ、上葉 炎 テ

思ノ、シムル モ ノ3例 ア リ。 一一

Thi6ryニ ヨ レバ95例 中46%二 空 洞 テ認 メ、

Achardノ ・室洞形成 ハ殊 二老人 二多 シ ト云 フ。

余等 ノ例 二於 テノ・明 カナル室洞像 テ認 メタルモ

ノ7例 ナ リ。

第十五章 血 糖

余等 ノ例 二就 テ 空腹時血糖 ラ 見ル"、100(mg

%)以 下 ノモ ノ3例 、101(mg%〉 以k150(mg%)

以 下 ノモ ノ7例 、151(mg%)以 上200(mg%)以

下 ノモ ノ7例 、201(mg%〉 以hノ モ ノ3例 ニ シ

テ最高270(mg%)、 最 低74(mg%1ナ リ。

糖 排 出閾 二就 キテ見 ルニ、糖排 出閾 ラ決定 シ得

タ」しモノ12例 ニ シテ、141(mg%)ノ モ ノ1例 、

150(mg%)以 上200(mg%)以 下 ノモ ノ3例 、

201(mg%)乃 至250(mg%)ノ モ ノ8例 一'-1テ、

尚ホ糖 排出閾 ヲ決定 シ得 ラ レザ リシモ、糖排 出

閾256(mg%)以 上 一アル モ ノ1例 、200(mg%)

以 肚ニ ア・・モ ノ1例 、170mg%)以 上 ニ アルモ

ノ1例 、150(mg%)以 上 一 アルモ ノ1例 ニ シテ

普 通糖尿病 患者 二比較 シテー般 二高 キ ラ認 ム。

第十六章 糖尿病ノ種別

Tannhauserハ 肺結 核患 者二合併 セル腎性糖尿

例 ラ報告 シ、Wayhofer・ ・新鮮 ナ ・レ血行'性躍進

ノ際腎性糖尿 テ呈 セ ル3例 テ報告 セ リ。

余 等 ノ眞性糖尿病患 者20例 以外 一 島外性糖尿

病 ト思 ハ レ・しモ ノ1例 ア リ。肺結核病竈 へ比較

的輕 症 ニ シテ人工氣 胸療 法 ラ施行 シ輕快退院 セ

リ。

マタ本病 院 入院肺結核 患者 二就 テ頻同糖尿 ラ検

査 シ見ルニ、比較的重症患者 二於 テ血糖 卜昇テ

件ノ・ズ シテー過性=O.5%内 外 ノ糖尿 与磯見 ヘ

ル事塵 ≧マリ。

是等島外性糖尿病及 ビ腎性糖尿病 ハ、眞性糖尿

病 二反 シ、治療 上何等食餌上 ノ注意テ要 ビザル

テ以テ、肺結核患者二糖尿 テ褒見スル事 アルモ、

糖尿 ノ種別ラ決定 スル事 ハ治療 ヒ極 メテ緊要ナ

リ^
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第十七章 豫後及ビ治療経過

多 クノ學 者 ノ・糖尿 病 二肺結核 テ合併 スル際 へ

雨疾 患相互 二悪影響 テ及 ボ シ、「インシュリン」ノ

使用 セ ラレル現今 二於 テ モ、 雨疾患 ノ豫後 ノ・軍

掲 ノ疾 患 ノ場合 二比 シ通常不良 ナ リ トス.然 レ

ドモー疾 患良好 トナ ラバ他疾患 モ亦通常好 影響

テ受 クルモ ノナ リ。

肺結核 ノ豫後 ノ・其 ノ病症 ト共 二併登 セル糖尿病

ノ重 サニ ヨリ異 リ、適當 二糖尿病 ノ治療行 ハ レ

ズ又糖尿病重症 ナ ラバ其 ノ豫後不良 ナ リ.反 之

早期 二「イ ンシュリン」テ使用 シ適 當 二糖 尿病 テ

治療'へ ・レ時 ノ・、 始 メ肺結 核 ノ進 行著 シク速 カナ

リシニモ拘 ラズ比較 的容 易二其 ノ進 行抑 制 セラ

レ慢性 ノ経過 ラ トル モ ノ多 シ トハ坂 口教授 ノ述

ベ ラ レタル所 ナ リ。

Boller-一 ヨvバ1923年 ヨ リ1933年 迄 ノ11年 間

二於 テ、肺結核 テ併獲 セル糖 尿病 患者116例 中

91例 即 チ78.44%ノ 死 亡率 ア リ、之 ラ同期間中

ノ肺結核 患者3500例 中717例 即 チ20.5%ノ 死

亡傘=比 較 ス レバ前者 ノ死 亡率 ハ約4倍 多 シ。

糖尿病 ノ豫後 モ 肺結 核 ・合併 ニ ヨ リ不良 トナ

リ、Adams一 ヨ レバ、1922年 ヨ リ1929年 ノ間

「メー ヨー ・ク リニック」一牧容 セル1000例 ノ糖

尿病患者中25例 ハ肺壌疽 デ 併瑳 シ、其 ノ64冤

ハ死亡 シ、29例 ハ昏睡 テ起 シ、其 ノ34%ハ 死 亡

シ、10例 ノ肺結核合併者 中70%ハ 死 亡 セ リ。 即

チ肺結核 テ併 護 セルモ ノ・死 亡率最 モ多 シ ト云

フ。 清水 氏 ノ統 計 ニ ヨレバ、糖 尿病 ノ死 因ハ我

國 二於 テハ糖 尿病 死(主 トシテ衰弱死)ノ・23%ニ

シテ、他 ノ疾 患 ノ合併 ニ ヨリ艶 レル場合比較的

多 ク、其 ノEナ ルモ ノノ・肺結核 ニ シテ 死 亡傘

16・5%ナ リ。 但 シ40年 未満 ノ糖尿病 患者 二 於

テハ、糖尿病 死 二次 ギ肺結核死 ナ レ ドモ、 夫 レ

以 上ノ高年 ノ患 者 二於 テハ昏睡死(欧 米1、 蝋溢

血、尿 毒症(我 國)多 撒 トナ リ、肺結核死 ハ急減

λル ト云 フ。 即 チ我國 二於 ケル糖尿病 ノ豫後 ハ

比較的良好 ナ レ ドモ肺結核 ノ併螢 ニヨ リ不良 ト

ナ ルラ見 ル。

雨疾患合併 患者 ノ経過 ノ・比較的短 クFitz,Got-

ten等 ノ・50%以 上 ノ・診斯確 定後1ケ 年 以 内二死

亡 ス トシ、L・orenzenモ ー般 二経過 早 ク3年 以 ヒ

生存 セ シモ ノノ・稀 ナ リ トシ、Wieneru.Kavee

等 一 ヨ レバ318例 中159例 死 亡 シ其 ノ130例 二

就 キテ見ル ニ、1年 以 内 ノモ ノ20.8%、2年 以

内47.2%ナ リキ ト云 フ.

余 等 ノ例 二於 テ・・退院 後 ノ経 過不明 ノモ ノ多 ク

入院 中 ノ比較 的短期 間 ノ観察 ナルモ、20例 中死

亡3例(15%)ニ シテ、1例 ハ襲熱 、喀疾等現 ノ、

レテヨ リ42日 目、1例 ハ24日 目、1例 ノ・7ケ

月目二死 亡 セ リ。 コノ3例 中1例 テ除 キ「イン

シュリン」食餌療 法 テ行 ヒタ リ。

増 悪 テ來 セノレモ ノ2例('10%/,)一 一シテ、1例 ノ・「イ

ンシェリン」療法及 ビ人工氣胸療 法 ラ併用 シ良好

二向 ヒ、輕 快退院 シ居 リタルモ、患者 ノ都合 ニ

ヨリ治療 ラー時 中1ヒ シ居 リ、1年10ケ 月後肺壌

疽 ラ併褒 シ再 入院 セルモ ノニ シテ、 他 ノ1例 二

於 テハ「イ ンシ・リ ン」、人工氣胸療 法 テ併 用 セズ

食餌療 法 ノ ミニテ、漸次良好 ナル経過 ラ トリツ

'ソアリ シモ ノガ
、9"月 後喀血 二績 キテ他側肺

二病竈 テ搬 生 ヒルモ ノニ シテ、此 際特 二糖尿病

二封 シ悪影響 ラ認 メザ リシモ ノナ リ
。

入院 中殆 ド攣 化 ラ認 メザ リシモ ノ2例 ・10%ノ ー.;一・

シテ、就 中1例 ハ「イン シュリン」療法 テ行 ヒ、他

ノ1例 ノ、食餌療 法 ノ ミラ行 ピタ リ。残 リ ノ13例

(65%)二 於 テハ 雨疾患共 二 輕快 一 向 ヒ退院t・

リ。就 中1例 二於 テハ食餌療法 ノ ミテ行 ヒ、他

ノ大部 分一 於 テハ 「イ ンシュリ ン」食餌療 法及 ビ

ノ＼工氣胸療 法 ラ行 ヒシモ ノナ リ。

尚 ホSteppハ 死 亡前糖 尿及 ビ「アセ トン」尿 ノ

浦失 ラ來 ス トセルモ、余等 ノ死亡例 二於 テノ・1

例 ハ死 亡前尿 中糖 滑失 テ見 タルモ、 死亡前4日

間、纒 口的 二食餌 ラ囁 取 セザ リシモ ノ、他 ノ1

例 ハ死 亡前 ヨリ尿 中糖陰性 ニ シテ死 亡前特 二陰

性 トナ リシモ ノニ非 ズ。他 ノ1例 ハ都合 ニ ヨリ

尿検査 ラー時 中1ヒ シ居 リタル モノナ リ。
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Achard.Scholzハ 肺 結核 ラ併登 セル糖尿病患

者 二於 テノ・昏睡 ハ稀 ナ リ トセルモ、Groteノ ・適

當 ナル治 療 ラ行 ノ・ザ レバ昏睡 ノ歌態 二進 ミ易 シ

ト云 フ.我 國 二於 テハ普通糖 尿病患者 モ欧米 二

比 シ昏睡 テ起 ス事 比較 的稀 ニ シテ、余等 ノ雨疾

患合併患者 二於 テモ昏睡例 ラ見 ザ リキ。

糖尿病患者 二肺結 核 ノ合併 セル際、糖尿病 ノ輕

症 ナ ル際 ニハ、 物 ンシュリン」テ使用 セズ シテ、

食餌療法 帥 チ含 水炭素 テ少 シク制限 シ比較 的多

量 ノ脂肪及 ビ蛋 白質 テ 以 テ、充分 ナル 「カ ロリ

ー」テ與 へ糖尿 テ清失 セ シメ
、患者 ノ榮 養 テ充分

二高 メテ肺結核 ノ進行 テ停 止或 ハ恢復 二向 ハ シ

ムル事 手得 レ ドモ、比較 的重症 ナル糖尿病 二肺

結核 ノ合併 セル際 ニノ・、含水 炭素 二封 スル、「ト

レラ ンツ」低下 セル ラ以 テ、カ ・ル患者 二封 シテ

ハ、患者 ノ榮養 ヲ高 メル目的 ニ テ早期 二充分 ナ

ル「カロ リー」テ投與 シ、之 ニ ヨツテ起 ル過血糖

及 ビ糖尿 テ「イ ンシュリン」テ 以 テ抑制 スベ シ ト

ハ多 クノ學者 ノ認 ムル所 ナ リ。 即 チScholzハ

糖 尿病 ノ輕症 ノ場合 ハ、食餌療法 ノ ミー ヨ リ、

重症 ノ場 合 ニハ 直 チニ 「イ ンシ,リ ン」ノ使 用 テ

必要 トス ト述 べ、Umber,Rosenbergu.Wolf

等 ハ糖尿 病患者 二肺結核合併 ノ際 ハ、 「インシュ

リ ン」食餌i療法 ノ最適 磨症 ナ リ ト云 ヒ、Delija-

nnisu.Petassisノ ・新 陳代謝 ノ改善 テ以 テ第 一一

義 トシ、「インシュリン」食餌療法 ニ ヨ リ全 身状 態

及 ビ肺病機 ノ輕快 ラ促 シ得 ル トシ、Gottenノ ・禮

重1Mi二 封 シ40乃 至50「 カ ロ リー」ノ榮 養食餌

ラ適 當 トシ、150-200瓦 ノ含 水炭 素 ラ 奥 へ、

「イン シ.,リ ン」テ使 用 シテ血糖 ヲ正常値 二 近 ク

スベ シ ト述 ブ。

「インシュリ ン」食餌療法 ニ ヨ リ輕快 シタルモ ノ

モ、 必 ズ シモ永績 的 ノ赦果 二非 ズ シテ、一時 的

輕快 テ示 シタル モ ノ ト云 フベ 久 術 ホ纏緬的 二

雨疾患 ノ治療 テ要 スルモ ノナ リ。Fitzノ ・適 當 ノ

治療 ノ下 ニー時的輕 快 ラ見 ル事 アル モ豫後 バー

血 糖(mg%)
　 　　　　　ノモロ　ド

151V皿 前30分

0.130.147

般 二不良 ナ リ ト云 フ。Groteノ ・早期 二「インシュ

リン」食餌療 法 テ行 ヒ、含水炭 素代謝 駄態整調 セ

ラレ、糖 尿病 ハ殆 ド治癒 セ リ ト思 バ レル程輕快

シタル後 ニモ 屡 胤死 ノ轄蹄 ラ トル 事 アリ ト云

フn

余等 ノ例 二於 テハ4例 ラ 除 キ16例 二 於 テハ凡

テ「インシュリン」食餌療法 ラ行 ピタ リ。其 ノ成績

ハ上述 ノ如 ク、死 亡2例 、増 悪1例 、不漿1例 、

輕快12例 ニ シテ、早期 二治療 ラ 開始 セル テ以

テ、「インシュリン」ノ糖 等償量 テ求 メ得 ザ リシ例

多 ヵ リシガ、 「イ ンシュリ ン」使用 一 ヨリ熱爽、血

疾等 ノ悪影響 ア リ ト思 ノ、レシモ ノナ シ。

重症 ナル糖尿病 患者 ニ シテ肺結核 テ併登 セル モ

ノニノ・、Ulrichノ ・人工氣胸 テ禁 忌 トスルモ、然

ラザル場合 ニハ、雨疾 患合併 患者 二於 ケル人工

氣胸療 法 ノ好結果 ノ報 告漸次増加 シツ ・アリ。

(Rosenberg,Scholz,且aus・Joachim,Thi6ry,

Wieneru.Kavee)人 工 氣胸其 ノモ 〃 ・糖尿病

二封 シ悪影響 ハ無 キモ ノー如 ク、柳下、巽雨氏

ノ實験 ニ ヨ レバ、肺結 核 テ合併 セザル糖尿病 患

者 二人工氣胸 テ行ヘバ、多少血糖 降下作 用現 レ、

「イ ンシュリン」ノ血糖降 下作 用 ハ檜強 ㍉ 葡萄糖

員荷後 ノ過血糖 ノ・抑制 セ ラ レル ト云 フ。

人工氣胸 療法施 行 二際 シテノ・、肺結核 テ早期 二

登 見 スル事 緊要 ニ シテマ タ人工氣胸 ノ適 鷹症 ノ

選澤 ニノ、充分 ナル荘意 テ要 ス。

余等 ノ例 二於 テノ、3例 ・=.就キ テ、「インシxリ ン」

食餌療法 二併用 シテ人工氣胸 ラ施 行 シ、1例 ノ、

室洞 二無影響 ナ リシタメ6同 施 行後 中止、他 ノ

2例 二於 テノ・相 當 ノ敷果 テ認 メタ リ。就 中1例

二於 テ毎食米飯150瓦 ト嚴食餌 テ與 へ、毎食前

「1ン シュリン」10軍 位 ラ注射 シツ ・血糖検査 テ

行 ヒ シ實験成績 チ示 セバ次 ノ如 シ。

即 チ漸次 血糖 ノ・降下 シ、肺結核 二封 シテモ良好

ナル成績 テ基 ゲ得 タ リ.

1時 間1時 間 牛2時 間

0,1800.1810.161

尿 糖

3時 間(1時 間 、2時 間 、3時間)

0,119(一 一)
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201V皿(右 側 人 工 氣 胸300蜘

251V皿(右 側 人 工 氣 胸400蝿)

261V皿0.170・1470.1750。1890.1860.198(一)

11V皿(右 側 人 工 氣 胸500琵)

21V皿0.1110.1200・1290.1520.1550.149(一)

結 論

昭和4年3月 ヨリ昭和11年12月 二至ル8年 間

東京警察病院内科 二入院 セル糖尿病患者112例

中肺結核 テ合併 セル眞性糖尿病患者20例 二就

キ臨"木的統計的観察 テ行 ヒ、次 ノ如キ結論 ラ得

タリ。

(1)肺 結核 テ合併 セルモ ノノ・、糖尿病入院患者

ノ17.9%二 常 リ、肺結核入院患者 ノ1・5%テ 占

ムo

(2)男 女 ノ比 ハ5.7封1ノ 割 ナ リ。

(3)年 齢 ノ・50歳 代 二最 モ多 久 次 デ40歳 代 、

60歳 代 ナ リ.

(4)結 核 ノ遺傳 的素因 アルモ ノ35%、 糖 尿病 ノ

遺傳的 素因 アル モ ノ15%ナ リ。

(5)既 往症 二呼吸 器又・・熱 性疾患 ラ経 過 セルモ

ノ35%ア リ。

(6)初 獲 疾患糖尿病 ナルモ ノ10例(5096/、 肺 結

核 ナ リシト思 ノ・レルモ ノ(10%)、 同 時 二登見 セ

ラレシモ ノ8例(40%)ナ リ.

(7)獲 熱 、咳噺喀疾、盗汗等 ハ 胸部 レン トゲ

ン」寡眞 ト封 比 シテ輕 度 ノモ ノ多 シ。

(8)血 疾 及 ビ喀血 ハ45%二 認 メ ラレ、血疾 程度

ノモ ノ多 シ。

(9)喀 疾 中結核菌 テ謹 明 セルモ ノ13例165%)

ナ リ.

(10)胸 部 加答見症候 バー般 二輕度 ナ リ.

(11)血 液 所見 中死亡 セル例 二於 テハ白血球檜 多

ノ傾向、淋 巴球減 少、 中性嗜好性細胞 ノ核 左 方

移動 ノ傾 向 テ認 メタ リ。

(12)赤 血 球沈降速度 ノ・全例 二於 テ促進 セ リ.

(13)マ ン トウ氏反 鷹10例 二施 行、全 例陽性 ニ シ

テ弱陽性 ノモ ノト中等度及 ビ彊陽性 ノモ ノ ト相

牛 ス。

(14)血 歴 バー・般 二低 下 セル ラ認 ム。

(15滑豊重 テ測定 セル16例 二就 キテ見ル ニ、1例

テ除 キ標 準膿重 二達 セズ、退院時禮重 ノ曾加 セ

ルモ ノ6例 、不 攣2例 、減 少 セル モ ノ6例 ナ リ。

(16)合 併 症 トシテ喉 頭結 核、腸結核 ノ例 ナ ク、

肺壌疽 ノ合併2例 ナ リ。

(17ノ胸 部 「レントゲ ン」爲眞所 見ノ・、19例 中1側

二病竈 テ有 スルモ ノ7例 、雨側 ノモ ノ12例 一 シ

テ、2例 テ除 キテハ皆滲出性陰影 テ認 メ.著 明

ノ室洞像 ラ示 セルモ ノ7例 ア リ。

(18)室 腹 時血糖 假150(mg%)以 下 ノモ ノ及 ビソ

レ以上 ノモ ノ相 牛 シ、糖 排 出閾 バー般 二高 シ。

(19)20例 ノ眞性糖尿 病以 外二島外性糖尿病1例

ア リ。其 ノ他一過 性糖尿 ラ認 メタル モ ノアリ.

治 療 上糖尿 ノ種別 ノ決定 ラ怠ルベ カ うズ。

(20)20例 中 食餌療法 ノミ4例 、 「イン シ リン」

食餌療法16例 、之 二人工氣胸療法 テ併用 セルモ

ノ3例 ニ シテ、 是等療法併用 ニヨル悪影響 ラ認

メズ。

(21)20例 中 死亡3例 、檜悪2例 、不愛2例 ニ シ

テ他 ノ13例 ハ雨疾患共 二輕 快 二向 ヒ退院 セ リ。

(昭和12年5月 稿)

稿 テ終 ルニ臨 ミ恩師坂 口教授及 ビ内科 醤長盛澤

講師 ノ御校 閲 ラ深謝 ス。
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